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研究成果の概要（和文）： 

 20 世紀初頭にロシアで作り上げられた心理主義およびアヴァンギャルドの両演劇システム
はジョルジュ・ピトエフ、フョードル・コミッサルジェフスキー、ミハイル･チェーホフ等ロシ
ア亡命者によって伝えられた。ブロードウェイやハリウッドの演技をも含めて世界各国の現代
演劇/映像表現に強い影響を与えている。それらは伝達者のオリジナルの少しずつ異なった解釈
が伝えられた。近代の演劇はロシアの亡命演劇人の活動が伝えた俳優術の影響のもとに、各地
で独自の発展を遂げ、グローバル化されている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Acting methods of psychological realism and Avant-Garde theater in early 20th century 
Russia were transmitted to Europe and America by emigrant actors. These methods have 
influenced and are still influencing the theatres and cinemas of various countries all 
over the world, including Broadway and Hollywood. It is important to notice that the 
initial influences of the Russian emigrants have been interpreted in different ways and 
resulted in the quite different development of the theaters of various countries, each 
of which is now faced with the wave of globalization in its own way. To trace "the Russian 
influence" is, in a sense, to konow the very process of the development of the world theater 
and cinema of 20th century. 
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１．研究開始当初の背景 19 世紀から 20 世紀初頭のモダニズムの時



代、演劇もまた、新しい科学の時代に即した

表現方法を模索していた。ロシアにおいては

演劇の近代化が写実主義・心理主義的手法が

モスクワ芸術座によって明確な形をとる一

方で、その限界がメイエルホリドを筆頭とす

る一群の改革派から批判され、アヴァンギャ

ルド演劇は心理主義に対する対抗であると

考えられ、ロシア語という言語的および政治

的な障壁から、近･現代演劇を考察する際、

ロシアの演劇はエキゾチックなアヴァンギ

ャルドか、確固として不変のシステムとして

のスタニスラフスキー･システムとしてエピ

ソード的に扱われてきた。 

 

２．研究の目的 

従来はエピソード的に扱われてきたロシ

ア演劇が、さまざまな文化的・人的交流を通

し、近代的演劇の展開に大きな影響をあたえ

ていることを再考することを目的としてい

る。 

ミハイル･チェーホフがイギリスやアメリ

カに伝え、フョードル・コミッサルジェフス

キーがイギリスに伝えるなどした 20 世紀初

頭にロシアで作り上げられた心理主義およ

びアヴァンギャルドの両演劇システムこそ

が、ブロードウェイやハリウッドの演技をも

含めて世界各国の現代演劇/映像表現に強い

影響を与えている。いわば、近代の演劇はロ

シアで確立したシステムを土台として、各地

で独自の発展を遂げたことを検証する。 

 

３．研究の方法 

メイエルホリド、スタニスラフスキーの演

技観、およびゴードン・クレイグやラインハ

ルとなどロシア以外の演劇との接触・影響関

係および、ピトエフ､コミッサルジェフスキ

ー、ミハイル・チェーホフの亡命先での活動

に関する演劇資料の収集と分析を行った。 

 

４．研究成果 

演出家フセヴォロド・メイエルホリド

(1874-1940)は、様式化された日本の舞台表

現の構造を研究し、応用した。彼が歌舞伎に

見出した演劇の可能性は、(1)本物らしさと

いう錯覚の拒否、(2)リズムによる統一感の

ある身体表現や型で構成する手法、(3)俳優

(舞台)と客席の間を近づけること、である。

このような演出は、ギリシャ演劇と、コメデ

ィア・デラルテなど、ヨーロッパの伝統とも

実は共通である。歌舞伎を代表とする東洋の

芸能に出会ったことが触媒となり、もともと

メイエルホリドの中に蓄積されていた新し

い演劇のイメージが華麗な展開を見せた。 

一方、内戦後モスクワ芸術座がソヴィエト

文化の使節として行った国外公演は近代的

な演技法の確立を印象付け、各地でその手法

の導入が急務の課題とされる。その媒介者と

なったのが、ミハイル・チェーホフやニコラ

イ・エヴレイノフ現在のグルジア出身でフラ

ンスでロシア演劇の手法を広め、フランス演

劇の「四天王」とまで評価されたジョルジ

ュ・ピトエフ、イギリスにおける演出の歴史

を変えたと評価されているフョードル・コミ

ッサルジェフスキー(1882-1954) など、ロシ

アからの亡命者であった。 

コミッサルジェフスキーは、ロシア時代に

はスタニスラフスキーと、メイエルホリド等

アヴァンギャルド演劇との双方を批判し、

「神秘主義的リアリズム」と名づけた象徴主

義的色彩の濃い演出を提唱した。イギリスで

はスタニスラフスキーの後継者として受け

入れられたが、実際にはメイエルホリド同様、

戯曲の改変を、作品のイメージが変わるほど

に行った。イギリスの観客に合わせると同時

に、みずからのロマンチックで象徴主義的表

現でチェーホフの世界を思い通りに表現し



たという側面も否めない。 

ピトエフもフランスにおけるチェーホフ

劇の紹介者として評価されている。コミッサ

ルジェフスキーとちがい、原作テキストをそ

のまま上演したが､演出の面では､モスクワ

芸術座的な手法を取り入れながらもメラン

コリックな雰囲気やロマンチックな側面を

強調しつつ､象徴主義的表現であった。 

20 世紀初頭に芸術ジャンルの混交を特徴

とするロシア･モダニズム期のアヴァンギャ

ルド演劇においても、イギリスの演出家ゴー

ドン･クレーグおよびドイツの演出家ライン

ハルトの手法がロシアの演出手法の根本に

強い影響を与えている。また、亡命者の問題

として、ユダヤ系の芸術家たちの役割も重要

である。ショレム・アレイヘム原作の『牛乳

屋テヴィエ』は革命期のユダヤ人劇場におけ

る民族的表現の発露となったとともに、後に

はヨーロッパからアメリカへと流れ込んで

いった亡命者たちによってブロードウェイ

でミュージカル化され、さらにはハリウッド

で映画化された。このような作品で使われた

ユダヤの民間音楽であるクレズマーのメロ

ディーはハリウッド映画のベースとして世

界的に受容されていった。このようなロシ

ア･ソ連からアメリカ・ハリウッドへの伝播

は俳優術のユニヴァーサル化とも連動し、ミ

ハイル･チェーホフらによって国外へと伝承

されたスタニスラフスキー・システムが、現

在の演技術の規範となっている。   

 ミハイル・チェーホフの演技メソッドに

ついては、シュタイナーの人智学に心酔した

というエピソードから、とかく神秘化され、

シュタイナーの理念に基づいて解釈される

ことが多かった。しかし､チェーホフとスタ

ニスラフスキーとの演技間の齟齬は、スタニ

スラフスキーが俳優の個人的感情・感覚の体

験に演技の根拠を見出そうとしたのに対し、

チェーホフは特殊個人的な体験ではなく､そ

の感覚を客観化し、分類・分析することを求

めている。チェーホフにおいては人物像のあ

る種の典型化が行われており、身体表現を記

号化するメイエルホリドの手法にも通じる

側面がある。 

このように、近代演劇の展開は他の文化同

様､さまざまな思想的模索と対立が徐々に統

合される形でグローバル化され、ハリウッド、

ブロードウェイなどのグローバルメディア

によって再分配され、更新され続けている。 
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